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きiJ' えま

どEの厳令卒諭集として発刊し、卒業を視う ζ とKなりました。卒業生諸君の傍力目結a耐え
うれし〈思います。a，ふれていて、のベージにふ

それι関係したり、適柑したりするi不可解ない 〈つかの自然界の失→の雌という志側、

と句わけ111介

身にしみてEれそ休崎した ζとでしょ

予想外lと縦維な色のです。地噌域観の解明は、

'.; b のがあ"ます。卒業生諸H~長い学生生活の最後6三

からみあっていて、追った掛象が、
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我々のめレープ活抑は、年脅迫って活発f~ ~rって来主 したロ今後叫→司が互にー脳協力して、

臣日強力伐ダ一つ一つ解〈主う 1:傍j)して、1-".C) Iピ7壱、Eうした.T/.縛"r{且象に挑戦して、
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民E 内'庁

ノトープ細形に仕上げて行Eうではありません念、

お輔いする次第です。卒業鎚J聞の絶大，¥t酬 を、


